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数学のすぐれた研究者を養成するためには,高校生の年令から一貫した専門課程の英才教育を開始するのが望ましい

という.一般の高校生にとってはニュートンの時代の微積分を修得するのが精一杯であるのに,数学はそれ以降200年

以上も進歩を果たしている.しかも,そのまた最前線の開拓に挑戦する数学者を,創造力の豊かな若い間に研究第一線

に投入して活躍させるためには,現在までにすでに積み上げられた数学の体系を駈け登る過程は,教育年令の間に完了

させたい,という数学界の声は理解できるように思われる.

ユ学の分野では,その専攻の分野での早期の英才教育期待論はほとんど耳にしない.技術者としての専門技術の基礎

を学習する場合にも,また日常の業務に解析的手法を常に使う専門の技術の場合にも,工学の各専門分野に進む前に数

学 ･物理学 ･化学などの基礎を学習しておくことが必要であることが,その第1の理由である.

最近の工業技術の進歩と,それに伴う高度化とは,工業技術者にも従来以上の高い基礎学力の習得を要求する.たと

えば機械部晶や構造体の強度問題にしても,昔の簡単な材料力学の計算と,最近の有限要素法の計算とでは要求される

解析能力には相当な差がある.したがって工学の教育にも基礎学力の修得がますます必要となってきている.

一方,工業技術には社会のニーズに応える使命が課せられている.これに応えるためには,技術者は自己の専門の知

識の範囲だけで対応することは不可能であって,広く各種の専門の知識を活用する必要に迫られる場合が多い.このた

めには視野の広い勉強が必要になる.特定の専門分野の早期英才教育待望論の出にくい第2の理由である.

私の専攻している圧延工学は,初期には圧延材料の金属工学のみを学問的基盤にしたものであった.1940年頃から塑

性力学が取り入れられて,ようやく圧延技術から圧延工学への進化の段階に入った.私が生産技術研究所に教授として

在職した1955年頃から,圧延機の機械工学的特性の研究を圧延工学へ導入して,圧延製品の寸法精度向上策を実現させ

たが,現在ではさらに潤滑工学 ･自動制御などの専門でも高度の技術の解決が,圧延工学の進歩発達のために不可欠の

要件となってきている.これは一例に過ぎないが,工業技術の進歩に伴u広い専門にまたがる広範囲の知識の総合が要

求されるのは一般的な傾向であるばかりでなく,将来はますますその傾向は強くなると見るべきであろう.

このように,工学教育に深い基礎と広い総合との両極の要請があり,しかもますます強まるとすれば,解決の本格対

策は教育期間の延長である.医学教育では教育年数の延長とインターンまでも併用して,基礎と応用との学習効果の実

現を期しているが,工学教育で全貞に2年間の修学延長をさせることの賛成者はほとんどなかろう.また大学院の修士

課程がその要請を一部肩代わりしている面もある.企業の中で高度の技術を担当する要貞には修士を当てる考え方がそ

れである.

しかしすべての人が工学部の教育の現状に満足しているわけではない.工学部における教育内容を現状よりも基礎の

方向に重点を移して,数学 ･物理 ･化学さらに語学など,現在低学年の教養課程で学んでいるものをさらに充実させる

とともに,専門課程の内容についても,共通基礎となる学理的なものは授業時間を延長して,羅列的なあるいは叙述的

な知識は大学の授業からは切り捨て,実社会に出て後に必要に応じて本人が書籍などから吸収するよう指導すべきであ

る,との声は多い.

専門的知識の中で叙述的と思われるものについても,体系的な論理の理解なしには空文に終わるものが多い.社会科

学系の諸問題を考えて見れば容易に理解できることであって,工学系の諸専門でも決して例外ではない.基礎学理でな

いとの理由ですべて本人の自学自修に一任できるものではないことはいうまでもない.

したがって,もしも大学教育を基礎学力の充実の方向にシフトするとすれば,社会に出た技術者の成人教育のシステ

ムを確立することは,欠くべからざる条件である.しかも工業技術者の再教育は,大学教育が現状のままでも必要なの

であって,それがいっそう重要になると言い換えるのが,むしろ正しい.

この間題についての私の見解を述べるに先立って,現在私が主宰している成人教育の一例を紹介して,工業技術者の

成人教育に関する私の考え方が,社会の支持を受けている-証拠の在ることを示したい.
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